


プ ロ グ ラ ム
ＣＰＤ予定

日時：令和７年５月18日（日）
場所：ヨコスカ・ベイサイド・ポケット

14：00 ●開演
   主催者挨拶： よこすか都市景観協議会会長
   来賓挨拶： 横須賀市長（予定）
   横須賀の音楽家による生演奏 / （一社）よこすかの音楽家を支援する会

14：20 ●基調講演 「横須賀市の景観」
山本 理顕 /  建築家・山本理顕設計工場

15：10 ●休憩

１５：２０ ●ディスカッション 「建築家・都市計画家から見た横須賀の景観」
山本 理顕 /  建築家・山本理顕設計工場
村山 顕人 /  東京大学 大学院工学系研究科都市工学専攻教授

横須賀市都市計画審議会委員長

１６：１５ ●終了

講演者プロフィール

村山顕人 1977年横浜市港北区生まれ、埼玉県川越市出身。2004 年東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻博士課程修了、博士（工学）。

東京大学国際都市再生研究センター特任研究員を経て、2006年10月から2014年3月まで名古屋大学大学院環境学研究科都市環境学専攻建築学

コース助教授・准教授。2014年4月から2024年6月まで東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻准教授。2024年7月から現職。共著に、「都市

のデザインマネジメント：アメリカの都市を再編する新しい公共体」（学芸出版社，2002年）、「世界の SSD100：都市持続再生のツボ」（彰国社，2008

年）「都市・地域の持続可能性アセスメント：人口減少時代のプランニングシステム」（学芸出版社，2015年）、「都市計画学：変化に対応するプランニン

グ」（学芸出版社，2018年）、「都市計画の構造転換：整・開・保からマネジメント」（鹿島出版会，2021年），「都心周縁コミュニティの再生術：既成市街

地への臨床学的アプローチ」（学芸出版社，2021年）、「気候変動と社会：基礎から学ぶ地球温暖化問題」（東京大学出版会，2024 年）など。現在、国

土交通省都市の個性の確立と質や価値の向上に関する懇談会委員、横須賀市都市計画専門委員・都市計画審議会委員長、鎌倉市都市政策専門委

員・都市計画審議会会長、西東京市都市計画審議会会長、東京都千代田区都市計画審議会委員、東京都板橋区都市計画審議会専門委員、東京都世

田谷区環境審議会委員などに就任中。

◆ 県立横須賀工業高校（建築甲子園参加作品等）
◆ 東京大学工学部都市工学科の演習成果物
◆ 会員団体の紹介

協議会 I n s t a g r a m発信中！

【正会員】(一社)神奈川県建築士会横須賀支部/(一社)神奈川県建築士事務所協会横須賀支部/ミーズ設計連合協同組合/(公社)

神奈川県宅地建物取引業協会横須賀三浦支部/(公社)全日本不動産協会神奈川県本部横浜支部横須賀ブロック/横須賀建設業関

連団体協議会/(公社)横須賀青年会議所/横須賀商工会議所/横須賀市

【オブザーバー会員】神奈川県横須賀土木事務所/東京ガス㈱神奈川西支店/東京電力パワーグリッド㈱藤沢支社

CPD
登録

今回の都市景観フォーラムは、建築士会CPD制度を活用し、希望する参加者に対しCPD単位を登録する予定で

す。単位の登録には建築士会CPD番号が必要になりますので、CPDカードなど番号の確認ができるものをお持

ちください。

山本理顕 1945年、北京生まれ。建築家・山本理顕設計工場。日本大学理工学部建築学科卒業、東京藝術大学大学院美術研究科建築専攻修了、

東京大学生産技術研究所原広司研究室研究生。2007-2011年横浜国立大学大学院教授、2018-2022年名古屋造形大学学長、2022-2024年

東京藝術大学客員教授、2024年より神奈川大学客員教授、横浜国立大学名誉教授・名誉博士。主な作品にGAZEBO、埼玉県立大学、公立はこだ

て未来大学、横須賀美術館、The CIRCLE チューリッヒ国際空港、名古屋造形大学など。桃園、天津、北京、ソウルなどでも複合施設、公共建築、集

合住宅などを手掛ける。主な著書に『新編住居論』（平凡社）、『地域社会圏主義』（TWOVIRGINS）、『権力の空間/空間の権力』（講談社）、『THE 

SPACE OF POWER, THE POWER OF SPACE』（『権力の空間/空間の権力』英語版、TWO VIRGINS）、『都市美』（河出書房新社）、『山川さ

んの山川山荘』(TWOVIRGINS)など。2001年「第57回日本芸術院賞」、2024年度プリツカー賞、文化庁長官表彰（国際芸術部門）、2025年クリ

スタル・アワード受賞。

会場展示

主催 よこすか都市景観協議会

よこすか都市景観協議会は、自然の美しさ、歴史的な遺産、伝統的な行事、そして魅力的な景観形成に貢献する活動、素晴らしい

建築物やイベントなど、これまでに横須賀という都市で培われてきた「横須賀らしい景観」を守り、育みながら同時に新たな景観を

創出していくことを目指しています。


	R6ちらし裏兼当日配布プログラム.pdf
	スライド 1


